
 

 

 

 

 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析時の逆極点図の数値化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０２１年０３月０２日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析後、逆極点データを数値で欲しいとの依頼がありました。 

 データに関しては、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ付属、Ｒｅａｄｍｅ１．ｔｘｔに書かれています。 

 

 

逆極点図は、ＯＵＴＰＵＴ２．ｔｘｔに書き出されているが、５度間隔でデータが粗い。 

等高線は、１度間隔のＯＤＦ１６データから描画されています。 

 

ＯＤＦ１６データをテキストデータで出力出来れば目的が達成できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ付属データで解析 

  

  

 

 



２．１ ＯＵＴＰＵＴ２．ＴＸＴ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＯＤＦ１６データを読む 

３．１ ソフトウエアのＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２ソフトウエア 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙでは、ベクトル法の３６Ｂｏｘを採用した平均値を計算 

   

  

  

 

 

 



 

 

１度間隔の逆極点図は、 

C:¥ODF¥ODF16.EPFファイルに書き出されます。 

  

 

     

 

 

 

 

 

 



３．２ ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙでは、ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２と同じような表示を行う。 

  

 

  

 

 C:¥ODF¥Inverselist.TXTファイルが作成される。 

 

 



Ｉｎｖｅｒｓｅｌｉｓｔ．ＴＸＴデータ 

 

  

 

  

 

  

(45,54.5) 

(0,0) (0,45) 


